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	調査・研究の実施状況
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	求められるカーテン機能
	住宅での活用例
	公共施設での活用

	素材選定
	デザイン案検討
	麻はデザイン性に欠けるため肌に触れる下部のみに使用上部に化学合成素材を使用しデザイン性を確保した。
	住宅
	公共施設
	試作カーテンの取り外し検証
	マジックテープ6.0cm
	マジックテープ3.0cm
	・6.5cmのカーテンの方が取り外しにくかったと答える人が多かった。 ・どちらも取り外しやすさに大差はないと答える人もいた。 ・3.0cmのカーテンでは、難しいと答える人はいなかった。 ・男性は難しいと答える人はいなかった。
	結果 3.0cmのマジックテープが適している
	検証を元にカーテンの改良を行い、実際に設置する住宅・公共施設それぞれの空間用に最終デザイン案を決定した。
	使用感調査
	実験場所 (住宅) 弥富市　学生自宅 学生が模型材料や模型を保管する部屋
	珪藻土の白壁に囲まれた部屋に元は落ち着いた色のカーテンであったため、華やかさを出しつつ、白壁にも溶け込むようなデザインが求められる。
	試作カーテンの特徴
	・上部には住居者の好みを取り入れた花柄の素材を選定 ・ポンポンを取りつけ、明るく華やかな印象に ・災害時だけでなく、普段の生活での見た目の美しさや　　空間への華やかさを重視

	使用感
	・開閉のしやすさと遮光性 上部にポンポンがついていたり、生地が厚いので開閉する際重さを感じるが、その分遮光性は良い。
	・遮熱効果 カーテンの縁を壁に接着していることもあり、他の部屋に比べ窓との隙間風が入りにくく、冬の冷気を妨げている。
	・素材感 柔らかい素材なので、肌触りが良く心地良い。一方、シワになりやすく、元々の折り目でドレープがあまり綺麗に出ない。
	・空間への影響 明るい印象のデザインであるため部屋が明るく、広く感じられる。白壁と相性も良く、華やかではありつつとても部屋に溶け込んでいる。
	・下部カーテンの取り外しやすさ マジックテープが上部のカーテンのかなり上の位置に設置されており、カーテンの中央の高さの位置をつかむと力が加わりづらい。 使い始めはマジックテープがかなり固く上部のカーテンが破れてしいそうで片手で引っ張って下部カーテンを取り外すことは難しい。 →実験で用いたマジックテープは繰り返し実験を行ううちに柔らかくなり取りはずしやすかったのではないか。

	実験場所 （公共施設） 愛知淑徳大学クリニック リハビリテーション 言語聴覚療法 愛知県長久手市片平2丁目1401
	耳鼻咽喉科医と言語聴覚士が連携し、幅広い世代のコミュニケーション支援を行う施設。主に子どもが利用し、親が見守るマジックミラーに設置されるため、目立ちにくいデザインが求められる。

	試作カーテンの特徴
	・目に優しく壁面の色に寄せた色味 ・シンプルなデザイン ・上部をなだらかにすることで優しい印象に

	使用感
	・開閉のしやすさ 開閉時に重さは感じないが、ドレープがきれいにでていないため閉じる際は折りたたみながらまとめる必要がある。
	・素材感 光沢のある素材なので上品さを保ちつつ、空間を明るく感じさせる。 防炎加工の問題で下部のカーテンも化学合成素材を用いているため、肌触りの心地良さは欠ける。
	・空間への影響 落ち着いた印象のデザインであるため白壁と相性も良く、 アクセントを加えつつも部屋に溶け込んでいる。
	・下部カーテンの取りはずしやすさ 住宅と同様、使い始めはマジックテープの強度が高く、 片手で取り外しにくい。 しかし、子どもがカーテンに巻き付いて遊ぶことがあるため、 ある程度の強度が求められる。
	・課題 用意したカーテンのフックと設置されているレールの数に差異があった。そのためドレープが綺麗にでていない。 タッセルを磁石を用いて作成していたが、施設側の意見として外れやすさの観点からも違うものを用意する必要がある。 カーテン素材としては麻を推奨していたが、消防法に基づき 防炎カーテンの設置が義務付けられていたため、化学合成素材を使用することになってしまった。

	マニュアル
	住宅施設
	・寒さ対策　　　　　　 ・物や人を運ぶ　　　　　　　　　　　　　 ・固定　　　　　　　　 ・集水布 ・沸らして簡易フィルター
	公共施設
	マニュアルをプリントした布をタッセルに差し込むことで、紛失の恐れがなく、緊急時に容易に確認することができる。
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